
私
は 、
こ
の
度 、
神
栖
市
政
へ
の
挑
戦
を
決
滋
し
ま
し
た 。

28
年
間
に
わ
た
り
町
議・
市
議
と
し
て
活
動
し 、
市
民
の
信

頼
と
責
任
を
胸
に
「
神
栖
の
未
来」
を
考
え
て
き
ま
し
た

が 、
今
回
の
決
断
は
そ
の
集
大
成
で
あ
り 、
政
治
人
生
で
最

も
大
き
な
覚
悟
を
要
す
る
も
の
で
す 。

現
在
の
市
政
に
対
し 、
私
は
「
市
民
の
声
が
届
き
に
く
く

な
っ
て
い
る
こ
と」
と
「
未
来
へ
の
責
任
が
先
送
り
さ
れ
て
い

る
こ
と」
に
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す 。
物
価
高
騰
や

人
口
減
少 、
少
子
高
齢
化 、
防
災
面
へ
の
不
安 、
地
域
経
済

の
停
滞
な
ど 、
生
活
を
取
り
巻
く
課
題
は
深
刻
で
す 。
こ
う

し
た
問
題
に
対
処
す
る
に
は 、
市
民
の
声
を
真
蟄
に
受
け

止
め 、
丁
寧
に
政
策
へ
と
つ
な
げ
る
姿
勢
が
必
要
で
す 。

し
か
し
現
市
政
は 、
長
期
政
権
の
中
で
意
思
決
定
が
閉

ざ
さ
れ 、
市
民
と
の
距
離
が
広
が
っ
て
い
ま
す 。
財
政
面
で

も
経
常
収
支
比
率
の
悪
化
や
基
金
の
取
り
崩
し
が
続
き 、

将
来
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す 。

安
易
な
事
業
や
箱
も
の
行
政
は 、
次
世
代
へ
の
負
担
を
増
や

す
だ
け
で
す 。

私
は 、
こ
う
し
た
政
治
の
あ
り
方
を
見
直
し 、
市
民一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
「
神
栖
の
未
来」
の
た
め
に 、
責
任
あ
る

市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す 。
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
ず 、

真
正
面
か
ら
市
民
と
向
き
合
い 、
教
育・
福
祉・
子
育
て・

防
災・
産
業
振
興
な
ど 、
す
べ
て
の
政
策
は
対
話
と
現
場
の

声
を
聴
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
す 。

行
財
政
改
革
に
も
本
気
で
取
り
組
み 、
税
金
の
ム
ダ
を

省
き 、
「
財
政
健
全
化」
と
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
全

カ
で
取
り
組
み
ま
す 。
変
化
を
恐
れ
ず 、
行
動
す
る
勇
気

を
持
っ
て 、
私
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
ま
す 。
私
の
政
治
活
動

に
対
し 、
ど
う
か
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い 。

•
 

■ 急激に悪化した神栖市の財政

豊かな神栖市を取り戻します！
市民サーピスを低下させることなく、市役所内部の改革に取り組み、筋肉質な財政健全化を進めます。

●箱物行政を見直します。
●神栖市公共施設等総合管理計画を見直します。
●神栖市の事業全般をゼロベースに見直し、効率的な事業執行を行ないます。
●物を大切に、使えるものは直して使い、不必要なものは有効的な売却方法を考えます。
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■ 改善の見られない地域医療 1 
安心できる地域医療を取り戻そう！
県や医療機関との連携を再構築し、地域医療の充実を図ります。

●崩壊した小児科医療の再建に取り組みます。
●崩壊した地域医療の支援に特化して県と共に医師・看護師確保全力を尽くします。 a
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木内としゆき後援会
〒314-0133神栖市息栖2885-245

TEL.0299-77-9611 FAX.0299-77-9612 
E-mail: info@kiuchi-toshiyuki.com



一苛
●子どもたちが安心して遊べる憩いの場を作ります。

●学校体育館へのエアコン設置を早急に取り組みます。

●夏の暑さを考慮した通学体制を整備します。

●学校教育の充実に力を入れます。

●子育て世代の皆さんの意見をじっくり聴き、市政に活かします。

●民間保育園など受入れ側の意見も十分に配慮し、改善に努めます。

●高齢者が健康で、今以上に生きがいの持てるまちの実現に努めます。

●子どもからシニア世代まで、楽しく地域に根ざした健康スポ ー ツイベントの実現に努めます。

口
●障がいのある方も安心できるまちづくりに努めます。

●災害に強いまちを構築していきます。

●地場産業の育成に努めます。

●市長自らがトップセ ールスを行ない、

神栖市の特産品を売って売って売りまくります。

●税金を使う以上に、収入を増やす取り組みを実施していきます。

●市役所の女性管理職の増加に努めます。

●新たな企業誘致の促進に努めます。

●物価高騰対策としての生活支援策に努めます。

●さまざなスポ ー ツ施設の整備に努めます。

●合葬墓の建設を早急に実現します。

●市内のボランティア団体との連携を図り、

「福祉のまち」にふさわしい街づくりに努めます。

市
民
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声
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木内としゆき
【プロフィ ール】

昭和36年3月29日神栖市萩原生まれ(64オ）

趣味：祭り参加・鑑賞、旅行

好きな言葉：行動なくして変化なし

好きな食べ物：お寿司、カレ ー ライス

茨城県立波崎高等学校卒業

平成 8年 神栖町議会議員初当選

平成1 2年 都市建設常任委員長

平成1 5年 神栖地区経済特区に関する調査特別委員会委員長

平成1 6年 文教常任委員会委員長

平成1 8年 議会運営委員会委員長

平成26年 第22第神栖市議会議長就任

平成2 8年 鹿島地方事務組合議員

令和 6年 神栖市議会議員7期28年間に終止符をうち

現在に至る


